
 　

こ
の
制
度
は
市
が
発
注
す
る
小
規

模
な
工
事
、
修
繕
、
物
品
の
購
入
な

ど
の
契
約
を
希
望
す
る
人
を
登
録
し
、

市
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
目

的
と
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

登
録
対
象
者　

宇
城
市
に
主
な
事
業

所
を
有
す
る
人
で
、
個
人
、
法
人
は

問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
入
札
参
加
資
格

申
請
（
指
名
願
）
を
提
出
し
て
い
る

人
は
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

4
月
1
日
か
ら
、
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

受
付
場
所　

契
約
検
査
課
・
各
支
所

総
合
窓
口
課
総
務
係

有
効
期
間　

受
付
日
か
ら
平
成　

年
21

3
月　

日
ま
で

31

※
申
請
書
・
要
領
な
ど
は
市
の
ホ
ー

平
成　

・　

年
度
小
規
模

１９

２０

契
約
希
望
者
登
録
申
請

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
契
約
検
査
課
の
窓
口
で
も
配
布

し
ま
す
。

�問
 
　

契
約
検
査
課

�
3
2
―
1
1
1
1

 　

内
容
は
「
食
育
」「
健
康
」「
社
会

見
学
」
な
ど
で
す
。
参
加
し
て
「
出

会
い
」「
ふ
れ
あ
い
」「
学
び
あ
い
」

ま
せ
ん
か
。

日
時　

5
月
か
ら
毎
月
第
4
土
曜
日

の
午
後
2
時
〜
（
全
9
回
）

場
所　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ（
予
定
）

対
象
者　

全
講
座
受
講
可
能
な
人

定
員　
　

人
50

受
講
料　

年
間
1
0
0
0
円

※
実
費
は
別
途
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
限　

4
月　

日
�

27

託
児　

先
着
5
人

�申
 

・
�問
 
　

生
涯
学
習
課

�
3
3
―
1
2
4
0

 　

青
年
海
外
協
力
隊
は
満　

歳
か
ら

20

　

歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人
が

39参
加
で
き
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
）
の
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
で
す
。
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
・
中
南
米
・
中
近
東
・
東
欧

な
ど
の
開
発
途
上
国
、
世
界　

カ
国

70

宇
城
う
き
わ
く
わ
く
塾

青
年
海
外
協
力
隊
特
別
募

集
説
明
会

以
上
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
現
在
約

2
5
0
0
人
の
青
年
が
世
界
各
国
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

職
種
も
1
2
0
以
上
と
多
様
で
、

農
林
水
産
・
加
工
・
保
守
操
作
・
土

木
建
築
・
保
健
衛
生
・
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
7
つ
の
部
門
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
派
遣
期
間
は
原
則
2
年
間
。

説
明
会
で
は
、「
青
年
海
外
協
力

隊
っ
て
何
だ
ろ
う
」「
協
力
隊
に
参
加

し
た
い
け
ど
、ど
う
し
た
ら
い
い
の

だ
ろ
う
」「
ど
ん
な
職
種
が
あ
っ
て
、

ど
ん
な
国
に
い
け
る
ん
だ
ろ
う
」と

い
っ
た
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。都

合
の
い
い
日
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

日
時　

4
月　

日
�

11

　
　
　

午
後
7
時
〜
8
時　

分
30

　
　
　

5
月　

日
�

12

　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

場
所　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ

内
容　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
青
年
海
外
協
力

隊
の
事
業
説
明
・
帰
国
し
た
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
体
験
談
発
表
・
個
別
相
談

（
途
中
入
退
室
可
）

�問
 
　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

�
0
9
6
―
3
5
9
―
2
1
3
0

 

豊
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
は
同
和
問
題
を
柱
に
す
べ
て
の

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
人
権
啓
発

の
発
信
拠
点
で
す
。
人
権
擁
護
の
意

識
を
広
め
、
お
互
い
を
思
い
や
り
一

パ
ソ
コ
ン
教
室
と
ヨ
ガ
教
室

人
ひ
と
り
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
「
人

権
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
事
業

の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

3
カ
月
の
初
歩
的
な
体
験
コ
ー
ス

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

5
月
〜
7
月
の
毎
週
金
曜
日

（
全　

回
）

12
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

場
所　

豊
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

講
師　

須
賀
堯
久
先
生

受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
消
耗
品
代

は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
最

終
回
で
は
人
権
･
同
和
問
題
学
習
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
者　

初
め
て
受
講
す
る
市
内
在

住
の
人

定
員　

先
着
6
人

■
健
康
ヨ
ガ
教
室

　

ど
な
た
で
も
無
理
な
く
で
き
る
や

さ
し
い
教
室
で
す
。
ヨ
ガ
で
心
も
体

も
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

期
日　

5
月
〜
平
成　

年
3
月
の
毎

20

月
第
2
、
第
4
金
曜
日
（
全　

回
）

22

時
間　

午
後
1
時　

分
〜
午
後
3
時

30

場
所　

豊
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

講
師　

高
橋
玖
仁
子
先
生

受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
2
回
の
人

権
･
同
和
問
題
学
習
を
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
人　

人
20

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

申
込
期
限　

4
月　

日
�

20

�申
 

・
�問
 
　

豊
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

�
4
5
―
2
9
5
5
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うきうきうきうき
インフォメーションインフォメーション
うきうき
インフォメーション

３月１０日・１１日の両日、講座生による２年

に１度の発表会が松橋町の働く婦人の家で

開かれました。現在、同館では５つの主催講

座と約３０の自主グループ合わせて３８０人が

活動。仕事と家庭を両立させ、心豊かな生活

を送れるように、スポーツや文化教養など

幅広い学習の場を提供しています。皆さま

も、ぜひご利用ください。お問い合わせは働

く婦人の家（� 33―4141）まで。

働く婦人の家発表会

 【
中
級
ク
ラ
ス
】　

人
20

期
日　

5
月
8
日
〜
7
月　

日
の
毎

10

週
火
曜
日
（
計　

回
）

10

時
間　

午
後
5
時
〜
6
時　

分
10

対
象　

2
種
目
を　

ｍ
以
上
泳
げ
る

25

子
ど
も

【
Ａ
ク
ラ
ス
】
各　

人
20

期
日　

5
月　

日
〜
7
月　

日
の
毎

11

13

週
金
曜
日
（
計　

回
）

10

時
間　

①
午
後
4
時　

分
〜
5
時　

30

40

分　

②
午
後
6
時
〜
7
時　

分
10

対
象　

水
慣
れ
し
て
な
い
4
歳
〜
小

学
校
低
学
年

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】
各　

人
20

期
日　

5
月
7
日
〜
7
月
9
日
の
毎

週
月
曜
日
（
計　

回
）

10

時
間　

①
午
後
4
時　

分
〜
5
時　

30

40

子
ど
も
水
泳
教
室

分　

②
午
後
6
時
〜
7
時　

分
10

対
象　

水
慣
れ
し
て
い
る
小
学
校
低

学
年

場
所　

不
知
火
温
水
プ
ー
ル

会
費　

各
教
室
5
0
0
0
円
（
入
館

料
・
保
険
料
込
み
）

申
込
受
付
日
時　

4
月　

日
�

29

　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜

※
当
日
8
時　

分
か
ら
各
教
室
定
員

30

分
の
整
理
券
（
当
日
の
み
有
効
）
と

申
込
用
紙
を
配
り
ま
す
の
で
、
会
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
整
理
券
は
1
人
1
枚
限
り
（
兄
弟

に
限
っ
て
は
人
数
分
認
め
ま
す
）。

※
不
知
火
温
水
プ
ー
ル
の
規
定
に
よ

り
、
す
で
に
納
め
た
使
用
料
は
返
還

で
き
ま
せ
ん
。

�問
 
　

不
知
火
温
水
プ
ー
ル

�
3
3
―
6
6
7
8

 　

宇
城
市
国
民
健
康
保
険
で
は
国
保

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
な
生
活
を

お
手
伝
い
す
る
た
め
人
間
ド
ッ
ク
を

行
い
ま
す
。

申
込
対
象
者　

宇
城
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
平
成　
19

年
4
月
1
日
現
在
で　

歳
以
上　

歳

30

75

未
満
の
人

国
民
健
康
保
険
税
が
滞
納
で
な
い
世

帯検
査
機
関

○
医
療
法
人
社
団　

黎
明
会　

宇
賀

岳
病
院

○
池
田
胃
腸
科
内
科
医
院

○
国
民
健
康
保
険
宇
城
市
民
病
院

○
財
団
法
人　

熊
本
県
総
合
保
健
健

診
セ
ン
タ
ー

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す

○
社
会
福
祉
法
人　

恩
賜
財
団　

済

生
会
熊
本
病
院　

健
診
セ
ン
タ
ー

○
日
本
赤
十
字
社　

熊
本
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

○
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
熊

本
南
病
院

○
高
野
病
院

○
Ｊ
Ａ
熊
本
厚
生
連

検
査
項
目　

日
帰
り
ド
ッ
ク
・
宿
泊

ド
ッ
ク
（
基
本
健
診
）
に
加
え
て
、

子
宮
が
ん
検
査
や
骨
粗
鬆
症
検
査
な

ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
追
加
で
き
ま
す
。

検
査
費
用　

自
己
負
担
額
は
各
検
査

機
関
の
検
査
費
用
の
3
割
（
オ
プ

シ
ョ
ン
も
同
様
）
で
す
。

申
込
期
間　

4
月
9
日
�
〜　

日
�

27

※
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
受
診
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
予
算
の

関
係
上
お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
（
前
年
度
未
受
診
者
を
優
先
し
ま

す
）。

申
込
方
法　

各
支
所
窓
口
係
に
備
え

付
け
の
「
ド
ッ
ク
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
保
険
証
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
電
話
で
の

お
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）。

※
受
診
結
果
は
保
健
事
業
に
活
用
し

ま
す
の
で
、
ご
承
諾
の
上
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�申
 

・
�問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

�
3
2
―
1
1
1
1

各
支
所
総
合
窓
口
課

三
角
支
所　
　

�
5
3
―
1
1
1
1

不
知
火
支
所　

�
3
3
―
1
1
1
1

小
川
支
所　
　

�
4
3
―
1
1
1
1

豊
野
支
所　
　

�
4
5
―
2
1
1
1
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宇城市子ども見守り
ボランティア会員募集
　子どもの笑顔を守るため、あなたのお
住まいの地域の子どもたちを温かく見
守っていただける「子ども見守りボラン
ティア会員」を募集します。
　現在、不知火3人・小川1人・松橋2人
の計6人で活動していますが、地域の皆
さんが散歩するだけで犯罪抑止効果があ
ります。散歩（健康づくり）のついでに
参加していただけたらと思います。
応募資格　子どもが好きな人
募集期間　4月1日～平成20年3月31日
（応募は随時受け付けています）
活動内容　児童・生徒の登下校時の通学
路巡回など（登下校時の通学路の散歩・
子どもたちへのあいさつ・不審者の情報
提供など）
※応募者には後日、説明会を開き委嘱状
を交付します。

申込・問合せ先　生涯学習課青少年係
  �33―1240

会員の宮崎さん（小川町）の話
　毎朝、自宅から子どもたちと一緒に小
学校まで登校します。なるべく目立つ服
装で交通指導もしながら登校を見守りま
す。小学４年生から感謝の手紙もいただ
きました。

史跡をたずねてウォーキング
２月 10日、松橋公民館主催講座「子ども

の 楽  校 」の閉校式がありました。今年最後の
がっ こう

楽校は、松橋町久具にある底井樋（サイフォ

ン形式の農業用水路）と高群逸枝の「望郷子

守唄の碑」を見学。歴史を学んだ後は、大塚

古墳で宝探しをしました。

底井樋の説明を熱心に聞く子どもたち


